
2026 年５月 15 日 

各 位 

会 社 名  三 和 油 化 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名  代表取締役社長執行役員  柳  均 

（コード番号：4125 東証スタンダード・名証メイン） 

問 合 せ 先  取締役執行役員経営管理部長  熊﨑 聡 

（TEL 0566-35-3021） 

 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に関するお知らせ（アップデート） 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」につ

いて現状の分析・評価を行い、内容をアップデートいたしましたので、お知らせいたします。 

 

なお、詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応につい

て」をご覧ください。 

 

以上 

 

添付資料：「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について」 



資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応について

2026年５月15日
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1. 現状分析

2. 意識する経営目標

3. 企業価値向上に向けた取組
（１）収益力の向上
（２）経営資源の適切な配分
（３）将来の成長に共感してもらうIR活動
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1. 現状分析

 PBRは収益力回復による株価上昇を背景に回復し1倍を超える水準で推移
 ROEは2025年度に8.4％まで改善しており、直近事業年度の株主資本コスト5％程度
（CAPMによる）を上回る状況

 収益力向上や株主還元の充実、またIR活動強化の取組みの成果が株式市場に評価されて
いると理解しており、引続きこれらの取組みを強化・推進
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2. 意識する経営目標

2030年度（目標）2028年度（目標）2025年度（実績）

350億円265億円202億円売上高

42億円20億円15.4億円営業利益

10.0%9.0%8.4%ROE

7.0%5.0%5.5%ROIC

6.0万ｔ4.0万ｔ2.7万ｔマテリアルリサイクル数量

 意識する経営目標として以下のとおり数値目標の見直しを実施
 当社は、株主資本コストを5％程度（CAPMによる）、WACCを4％程度と認識
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3. 企業価値向上に向けた取組

 企業価値（PBR）の向上に向けては、ROEおよびPERの改善が必要と認識
 利益率と回転率の拡大による収益性改善および資本コントロールによりROEを向上
 積極的な情報開示、株主・投資家との対話の充実およびガバナンス強化によりPERを向上

企業価値
（PBR）
向上

（１）収益力の向上
● 拡大が見込まれるエレクトロニクス関連等の成長分野への注力
● 利益率の高いリユース・リサイクル・エンジニアリング事業の拡大
●スクラップアンドビルドによる低採算性設備の整理

（２）経営資源の適切な配分
● 財務健全性の維持と資本効率を両立
● 成長のための積極投資および充実した株主還元
● 負債調達の利用により最適資本構成を図り資本コストを圧縮

ROE向上

PER向上
（３）将来の成長に共感してもらうIR活動
● 積極的かつ要点を整理した情報開示
● イベント開催・面談等による資本市場との建設的な対話
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3. 企業価値向上に向けた取組

（１）収益力の向上

中期経営計画
（2026〜2028年度）

グランドビジョン2030
（2030年度）

【2030年度 目標】

中期経営計画期間中の主要施策
 安定的な事業成長及び領域拡大による業績伸長
 グランドビジョン2030計画達成に向けた大型投資の実施
 仕組の見直しによる利益の創出

売上高 202億円
営業利益 15.4億円
ROE 8.4％

売上高 265億円
営業利益 20億円
ROE 9.0％

売上高 350億円

営業利益 42億円

ROE 10.0％

中期経営計画期間（2026〜2028年度）の施策を着実に実行し
「グランドビジョン2030」の実現を目指す

【2025年度 実績】

【2028年度 目標】
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営業CF
80億円程度

資金調達
130億円程度

株主還元
7億円程度

借入金返済
40億円程度

投資
163億円程度

収益拡大投資
100億円程度

キャッシュ・イン

3. 企業価値向上に向けた取組

（２）経営資源の適切な配分
 中期経営計画期間（2026〜2028年度）内のキャッシュ・アロケーション

キャッシュ・アウト

維持更新投資
40億円程度

開発投資その他
23億円程度

資本コスト
47億円程度

● 非減配を基本方針とし、安定的に利益を還元

● 長期借入金の返済

● 新しい分離・精製技術の開発
● DX・AI導入、業務改善投資
● 人材開発、職場環境改善

● 製造設備の保守メンテナンス
● タンク・車両等の更新

● 北九州市の子会社工場建設
● 再資源化設備の新設・増設
● グループ内でのシナジー投資
● 各種設備の自動化
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3. 企業価値向上に向けた取組

（３）将来の成長に共感してもらうIR活動
 開示情報の充実化および積極的な対話により株式市場での評価向上を目指す

開示情報の充実化 積極的な対話
 決算説明資料の発行

• 2022年3月期年度決算より
四半期ごとに発行

 統合報告書の発行
• 9月に代表者メッセージや
財務情報・非財務情報を
投資家に対して発信

統合報告書

 資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応の開示を継続的に実施

 株主、機関投資家との面談実施
• 四半期ごとに機関投資家様等とIRミーティング
実施

 決算発表、説明会の開催
• 機関、個人投資家を対象として、毎年度中間
及び期末に開催

▲ 名証IR EXPO▲ 決算説明会

 IR EXPO等への出展
• 会社の認知度向上を目的とし、個人投資家を
中心に当社事業の説明や今後の展望について
説明会を実施

決算説明資料
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本資料における注意事項

本資料に記載されている、将来の業績に関する計画、見通し、戦略などは現在入手可能な情報に
基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含んでおります。
実際の業績は、様々な重要な要素により、大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。

【本資料及び当社IRに関するお問合せ先】

三和油化工業株式会社
TEL 0566-35-3021（経営管理部）
URL https://www.sanwayuka.co.jp/

https://www.sanwayuka.co.jp/

